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ラグビーワールドカップ2023で全10試合が行われるプロヴァ
ンス・アルプ・コートダジュール地方 Provence-Alpes-Côte 
d’Azur。試合会場 と な る ニ ー ス Nice と マ ル セ イ ユ

MarseilleからリュベロンLuberon 山中の小さな村まで、全地方を
挙げて強力な態勢を組み、このビッグイベントをお迎えします。 
     
2023年9月8日から10月28日までフランスで開催されるラグビーワー
ルドカップは、観客動員数においてオリンピックを除き世界第3位の
国際スポーツイベントです。その経済効果は推定32億ユーロ。プロ
ヴァンス・アルプ・コートダジュール地方は全48試合中準々決勝2
試合を含む10試合と最も多くの試合が行われる地方です。迎える観
客は50万人、報道関係者は世界175カ国から数百人に上ります。
プロヴァンス・アルプ・コートダジュール地方、同地方観光局
Comité Régional de Tourisme、そして試合開催都市であるマル
セイユとニースは、トゥーロン・プロヴァンス・メディテラネToulon 
Provence Méditerranée、エクサンプロヴァンスAix-en-Provence、
アンティーブ＝ジュアン・レ・パンAntibes Juan-les-Pins、リュベ
ロンをパートナーに加え、サポーターの皆様にこの「幸せの地方」
を知っていただき、ラグビー観戦以外にもこの地を訪れたいと思っ
ていただけるよう固い結束のフォワードとなって攻めて行きます。

ラグビー界のトップクラスに輝く地方の象徴として２つのスタジアムが
あります。ニース・コートダジュールNice-Côte d’ Azurのアリア
ンツ・リヴィエラAllianz Riviera、マルセイユ・プロヴァンス
Marseille-Provence の オランジュ・ ヴェロドロ ー ム Orange 

Vélodromeです。それぞれの収容人数は35,000と67,000。ニー
スはスコットランド代表のチームベースとなり計4試合が行われ、マ
ルセイユは準々決勝2試合を含む6試合が行われます。これら２都市
は互いの距離も近く、どちらも国際空港で世界と結ばれているほか、
地方内の公共交通網もたいへん充実しています。

トゥーロン・プロヴァンス・メディテラネ都市圏はラグビーの長い歴
史を持ち、南アフリカ代表のチームベースとなります。エクサンプ
ロヴァンスは革新的なキャンパスラグビーの都、アンティーブ＝ジュ
アン・レ・パンはハイレベルのスポーツの伝説の町、そしてスロー
ツーリズムが好きな方におすすめのプロヴァンスの中心部にあたる
リュベロンLuberon Cœur de Provenceへ。これらは皆ラグビー
ワールドカップ2023のための重要なパートナーです。

コートダジュールとプロヴァンスの地は人を迎えることにかけてはエ
キスパート。ビッグイベントを求めて世界中から集まるお客様に、そ
の数多くの魅力を知っていただきます。変化に富んだ風景、ワイン
と食、ライフスタイル、大規模なフェスティバルやイベント･･･陽光
あふれる温暖な気候も忘れてはなりません。ここでは9月、10月に
地中海の水上スポーツと南アルプスの散策の両方が楽しめます。
幸せの地方へようこそ！

#RWC2023 
#VisitSouthofFrance

ラグビーワールドカップ 2023
プロヴァンス ･ アルプ ･ コートダジュールは
スクラムの中心に
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マルセイユ・プロヴァンス空港まで>	1時間
ニース・コートダジュール空港まで>	1時間30分
トゥーロン・イエール空港まで>	1時間
	
アヴィニョンTGV駅>	2時間50分
エクサンプロヴァンスTGV駅	>	3時間10分
マルセイユ	>	3時間20分
トゥーロン	>	4時間
ニース	>	5時間50分
 
アヴィニョン	>	7時間15分
マルセイユ	>	8時間
トゥーロン	>	8時間30分
ニース	>	9時間30分

TGV（高速鉄道）
TER（地方急行列車）
高速道路
主要幹線道路
幹線道路
河川

空港

主要港

TGV発着駅
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チームベース

 TOULON  NICE  AVIGNON

試合日程と
チームベース

マルセイユ ニース

トゥーロン

南アフリカ

ニース

スコットランド

 アヴィニョン

 ウルグアイ

スタッド・ヴェロドローム スタッド・ド・ニース

イングランド 対 アルゼンチン

ウェールズ対予選トーナメント勝者

イングランド対日本

イタリア対ウルグアイ

スコットランド対アジア / 大西洋 1

9 月 9 日（土）

9 月 16 日（土）

9 月 17 日（日）

9 月 20 日（水）

9 月 24 日（土）

9 月 10 日（日）

9 月 21 日（木）

10 月 1 日（日）

 10 月 14 日（土）

 10 月 15 日（日）

南アフリカ 対 スコットランド 　

フランス 対 アフリカ 1 　

南アフリカ 対 アジア / 太平洋 1 　

グループ C の 1 位 対 グループ D の 2 位　

グループ D の 1 位 対 グループ C の 2 位　

QF…準々決勝
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プロヴァンス・アルプ・コートダジュール
Top 10



©F. Rigal

 クルーズ

プロヴァンス・アルプ・コートダジュール地方を海側から見晴らしたいならそ
れは手の届く夢です。2019年には300万人近くがこれを実現しました。
その半数以上がプロヴァンス地方のマルセイユから上陸。このフランス

第一のクルーズ港は同時に海路の起点であり、150もの観光コースや旧港を望む
日向のカフェの眺めゆえに多くのクルーズ客のお気に入りの寄港地となっていま
す。ヴィルフランシュ・シュル・メールVillefranche-sur-MerとカンヌCannesは
2019年旅の有識者たちにより西コートダジュールで最高のデスティネーションに
選ばれました。アンティーブAntibesでは船のタラップを降りるとピカソ美術館が
あります。ニースのランピアLympia港は旧市街やメインストリートのプロムナー
ド・デ・ザングレPromenade des Anglaisの近くです。ミストラルや強い風から
守られ、しばしば「ヨーロッパで最も美しい停泊地」とよばれるトゥーロンToulon
は、豪華客船や高級ヨットを迎え入れる港です。モールMaures平野のワイナリ
ーやサナリーSanary、バンドールBandol、サン・トロペSaint-Tropezへも短時
間でアクセスできます。ラグビーファンにお知らせです。シャトル船に乗ればマイ
ヨールスタジアムStade Mayolや地元プロクラブRCT（ラグビークラブ・トゥーロ

ン）のショップのすぐそばまで連れて行ってくれます。
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©F. Launette

 ダイビング

ローヌRhône 河口のデルタからイタリア国境のマントンMentonまで
835kmにわたる海岸線にはひっそりと長閑な湾や沖に向かって広がる
ビーチが連なっています。

シンプルな海水浴から素潜りやダイビングまで、パドルボードからさまざまな水上
滑走スポーツ（カイトサーフィン、ウィングフォイル、ウィンドサーフィン）までイ
エールHyèresのアルマナールAlmanarreビーチではあらゆる水上スポーツが楽
しめます。フォイル、eサーフ、ハイテクの水上乗り物など毎年のように最新のレ
ジャーが生れています。また内陸部でもさまざまな川でラフティングやキャニオニ
ングが可能です。数十カ所に上る紺碧の湖沼地では水上スキー、水上自転車、ボ
ート、ピローグ、カヌー、パドルボードの他、海陸風のおかげで双胴船（カタマ
ラン）も楽しめます。2024年パリオリンピックのセーリング参加選手は、マルセ
イユMarseilleのハーバーでの対戦に備えセール・ポンソンSerre-Ponçon湖でト
レーニングに励みます。水上スポーツに最適なスポットを案内するマップもあり、
France Station Nautique（フランスの水上スポーツ場）のラベルを持つスポット
やエコを意識した運営方法で知られるPorts Propres（清潔な港）が紹介されて
います。

→ ウォータースポーツが盛んな場所

8presse@provence-alpes-cotedazur.com
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©T. Honnorat

 グルメ

中庭でもホール内でも、屋外でも屋内でも南仏のマルシェはお腹を満たす
前にまず目を楽しませてくれます。
ニースからアヴィニョン、トゥーロンやサン・レミ・ド・プロヴァンスSaint-

Rémy-de-Provenceを経てアンブランEmbrunに至るまで、マルシェの売り台の
上には庭の花々やジューシーな果物、採りたての野菜に農家で作られたチーズが
所狭しと並んでいます。アペリティフの時間になれば、トゥルトン（ポーク入りパ
イ）やピサラデイエール（ニース風ピザ）など郷土の名物に舌鼓。キッチンカー
であれミシュランの3つ星レストランであれ（時には両者の融合も）、才能あふれ
るシェフたちがヘルシーな地中海の食材で腕を振るいます。オリーブ油は地中海
の魚介類、放牧から生れる食肉、野菜、時には果樹園のフルーツまであらゆる
食材の味を引き立てます。ワインも忘れてはなりません。この地に固有の品種か
ら秘伝の技で作られる銘柄も数多いのです。ロゼワインはここで生れました。プ
ロヴァンスではワインの全生産量の90％を夏の楽しみであるロゼが占めています。
プロヴァンス・アルプ・コートダジュール地方では毎日がグルメのお祭りなのです。

→ ワインと食を楽しむ

9presse@provence-alpes-cotedazur.com
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©Van Rijn

 自然

伝説によれば天地創造が済んだあといくつかの山と海辺や水辺、いくつか
の丘が残っていました。
それらを全部ひとところに集めれば、プロヴァンス語で言う「aco sara 

lou paradou（そりゃ天国だ！）」ということになります。ここではさまざまな数字
がそれを証明しています。標高では海抜ゼロメートルからバール・デ・ゼクラン
Barre des Ecrinsの4102メートルまで。プロヴァンス・アルプ・コートダジュール
地方はフランス本土で最も生物多様性の豊かなところです。最も多くの公園があ
る地方でもあり、フランス全土の国立公園のほぼ半数がここにあります。そのひ
とつがヨーロッパ最古の海洋自然公園ポール・クロPort-Crosです。サント・ボ
ームSainte-BaumeやヴァントゥーVentouxのあとも地方立自然公園は増加の一
途。すべて合わせれば地方総面積の60％が自然保護区域です。アルプス、プロ
ヴァンス、あるいはコートダジュールと聞いて想い起こされるのはカランク（calanque
地中海の岩に囲まれた入り江）、アルピーユAlpilles山脈、カマルグCamargue
湿地帯、岩山に張り付いた村、地中海の島々、モールMaures 山塊、エステレ
ルEstérel山塊、ヴェルドンVerdon峡谷、ヴァランソルValensole台地、メルカ
ントゥールMercantour公園、エクランEcrins山脈の峰々･･･。他にもまだ数十に
上る夢のような風景があるのです。それを見つけに行くのはあなたです！

→ インスピレーションを受けに行く：自然エリア
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https://provence-alpes-cotedazur.com/en/get-inspired/natural-areas/


  自転車 
プロヴァンス・アルプ・コートダジュールはサイクリストにとってもパラダイス。

もしあなたがサイクリストの聖地を体験したいならば、モン・ヴァントゥ
ーMont Ventoux、ガリビエGalibier峠、イゾアールIzoard峠、ラ・マ

ドンヌla Madone峠、ラ･ボネットla Bonnette峠というような名所を含む素晴ら
しい環境がここで見つかるでしょう。数日のエクスカーションが予約でき、電動ア
シスト付きを含む自転車のレンタルが可能です。自分の自転車にまたがれば、あ
とは大旅行も小旅行もありません。「あなたの旅」があるのみ。今は都市生活で
も自転車は多用されています。スローツーリズムがお好きならプロヴァンス・ア
ルプ・コートダジュール地方には何百もの自転車で走れる公道があります。それ
らをたどれば地中海沿いの高台でも南アルプスの渓谷でも思いのまま。東西横断
の３つの幹線とフランスで最も広いマウンテンバイクのエリアが、感動の自転車ラ
イドを提供してくれます。マウンテンバイク フリーライド、クロスカントリー、オー
ルマウンテン、ダウンヒル、BMX、その他のグラベルロードバイクなど何でも。そ
してサイクリングロードとしてはヴィアローナViaRhônaがカマルグCamargueを
アルプスへ、地中海へと結び、南欧諸国を結ぶユーロヴェロ８（Eurovélo 8）の
フランス部分は南仏とイタリアを結んでいます。

→ 地中海沿いのサイクリング
→ ローヌ河沿いのサイクリング

©Remi Fabregue
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 ゴルフ

プロヴァンス・アルプ・コートダジュール地方は、130年を超える歴史を持つ
マンドリウー・ラ・ナプールMandelieu-la-Napouleのオールド・コース
Old Courseを筆頭とするゴルフ王国です。

74あるゴルフコースの大多数は地中海に面しています。いくつか名を挙げるなら
テール・ブランシュTerre Blanche、マンヴィル Manville、ロックブリュンヌ
Roquebrune、セヴェリアーノ・バレステロスSeveriano Ballesteros設計のポン・
ロワイヤルPont Royalなど。しかし内陸部の高地にもガップ・バイヤールGap-
Bayardゴルフ場のようなすばらしいフェアウェイがあります。こうしたコースの
数々を束ねる「ゴルフ街道Route des Golfs」ではプロヴァンス・コートダジュー
ル ゴルフパスProvence Côte d’ Azur Golf Passを発行し、ゴルフのみならず、第
19番ホールとして美食、ハイキング、カルチャー、リラクゼーションなどのアクテ
ィビティもお勧めしています。千年の歴史を持つ健康法としてはグレウ・レ・バン
Gréoux-les-Bains、ディーニュ・レ・バンDigne-les-Bains、ベルトモン・レ・バ
ンBerthemont-les-Bainsなどの温泉がありますし、地中海式食餌療法やヨード
を含むミストを試すならバンドールBandol、イエールHyères、フレジュスFréjus、
アンティーブAntibes、レ・ジザンブルles Issambresなどのタラソテラピー（海
洋療法）センターがお勧めです。あなたがサン・トロペSaint-Tropez ゴルフ場
からセール・シュヴァリエSerre-Chevalierまで点在する最高のスパで潅木林やカ
ラマツの芳香によるケアを受ける方をご希望で無い限りは･･。

→ プロヴァンスのゴルフコース

12presse@provence-alpes-cotedazur.com

https://provence-alpes-cotedazur.com/en/pros-area/media-library/publications/les-golfs/
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  インスピレーション  
コスケール Cosquer 洞窟の炭で描いた絵は3万年前のもの、ヴァレ・デ・メ

ルヴェイユ Vallée des Merveillesの岩に刻まれた絵は5000年。プロ
ヴァンス・アルプ・コートダジュール地方は人類の黎明期から芸術家たち

にインスピレーションを与え続けています。
ゴッホ、ピカソ、セザンヌ、マティス、シャガールなど、きらめく陽光に魅了され、
創造意欲をかき立てられた偉大な画家は数知れません。南仏の風物や変化に富
んだ風景も彼らを惹き付けたことでしょう。ワイナリーや見事な庭園、私立の財
団などがジャウメ・プレンサ Jaume Prensaからルイーズ・ブルジョワLouise 
Bourgeoisまで現代アートの巨匠の世界に浸る場を提供してくれます。芸術家の
アトリエ、個人蔵のコレクション、芸術家の足跡をたどる小道やユニークなゆか
りの場所（ポルクロールPorquerolles島やモン・ドーファンMont-Dauphinの要
塞村など）は創作のための熟考にうってつけです。「近代現代芸術街道La Route 
de l’ Art moderne et Contemporain」沿いにはこのようにアートが日常に息づ
く数々の見どころが並んでいます。ニース、トゥーロン、マルセイユでは町のいた
るところで毎日のようにストリートアートが出現し、マルセイユ周辺では陶器のタ
イルに覆われた「女流画家の家Maison de celle qui peint 」や世界遺産にも登
録されたル・コルビュジエの「頓馬の家Maison du Fada」（共同住宅ユニテ・
ダビタシオン）を見に世界中から人が訪れます。

→ 賞賛する：近現代アートを辿る
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   香り
千の香りに出会える里へようこそ。冬の地中海沿岸はミモザの花のはじけ

るような黄色に彩られ、白粉のような芳香が漂います。
続いてカーニュCagnesの高台では青いスミレが花開き、やがて世界の

香水の都グラースGrasse周辺もジャスミン、ローズ ド メ、チューベローズなどの
咲く季節を迎えます。香水のトップメーカーの「ネ（鼻）」とよばれる調香師たち
は、皆アルプスの裾野と地中海の間に位置するグラースの町に寓居を構えていま
す。グラースの香水作りは中世の頃から発展を続けており、今ではユネスコの無
形文化遺産に登録されています。ここを訪ねる人たちは、自分で作ったオリジナ
ル香水の小瓶をお土産に持って帰ることもしばしば。町のそこかしこに地元で作
られるブリオッシュを香り付けるオレンジの花やさまざまな柑橘類の香りが漂って
います。石灰質の土地に茂る潅木林からはタイムやローズマリー、ピスタチオ、銀
梅花が香り、台地は青みをおびたラベンダーの香りで満たされます。より標高の
高いところへ行ってカラマツの樹脂の香りを胸いっぱい吸い込めば心身がしゃき
っとすることでしょう。

→ 体験する：国際香水博物館
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  山上の村
この地方を象徴し「フランスの最も美しい村」にも名を連ねる数十の村々が、

その天空の城砦を囲むように点在しています。
激動の中世をくぐり抜けて来たこれらの村は耕す土地もまれで、あるもの

はごつごつした岩山に貼りつき、あるものは目もくらむような崖のふちに位置して
います。村の中心の広場や城跡からは、光きらめく地中海や塀のように連なる山々
の頂の息をのむような絶景が望めます。ここには200kmの距離を置いて２つの
「欧州チャンピオン」があります。ひとつはサン・タニエスSainte-Agnès、イタ
リア国境の町マントンMentonの上空を飛ぶかのように位置するヨーロッパの海岸
線沿いの村の中では最も標高の高い村。もうひとつはル・ケラle Queyrasの谷
にある標高2040メートルのサン･ヴェランSaint-Véran、通年で人が住んでいる
ヨーロッパで最も標高の高い村。他にはどんな村が？レ・ボー・ド・プロヴァン
スLes Baux-de-Provence、メネルブMénerbes、アントルヴォーEntrevaux、コ
ルマール・レ・ザルプColmar-les-Alpes、バルジェームBargème、トゥルトゥー
ルTourtour、ペーニュPeille、ボニウBonnieux、コアラズCoaraze･･･。これら
の村の共通点は、どれも他の村には似ていないこと。狭い小道とくねくねしたア
クセスに守られて来た村ではタイムスリップしたような気分になれるでしょう。噴
水の音や人々が交わすことばに彩られ、昔からの伝承も大事にされています。芸
術家、職人、ギャラリー経営者、小さな商店や暖かくもてなしてくれるカフェが
訪れる人を待っています。

→ フランスの最も美しい村
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 遺産
ニースの超高級ホテルとモン・ドーファンMont-Dauphinの城砦、リヴィ

エラのエレガントな保養地とヴォーバンVaubanの手による軍事建築を
結び付けるものとは何でしょう？

それはどちらもユネスコの世界文化遺産に登録されていることです。ローヌ河ぞ
いの３つの町、ローマ教皇の町アヴィニョン、ロマネスクと古代ローマの町アルル、
そしてオランジュも同様に世界遺産です。見事な保存状態の古代劇場とル・コル
ビュジエの手がけた集合住宅シテ･ラディウーズCité radieuse との間には2000
年の隔たりがありますが、両者の距離は車で２時間足らず。これら世界有数の建
造物の前でゆっくり時間を取りましょう。シトー派三姉妹とよばれるセナンク
Sénanque、シルヴァカーヌSilvacane、ル・トロネle Thoronetの修道院のよう
な秀れた宗教建築もプロヴァンス・アルプ・コートダジュール地方には多数あり
ます。マグダラのマリアの足跡をたどる222kmの巡礼路はカマルグCamargueの
砂地から始まり、プロヴァンスの福音伝道者マリア＝マグダレナが隠遁した洞窟で
終わります。その数メートル上にあるサント・ボ－ムSainte-Baume山塊の頂上か
らは地中海まで続く素晴らしい眺めが見られます。

→ マグダラのマリアの足跡を訪ねる
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マルセイユ・プロヴァンスから
ニース・コートダジュールへ



©RWC2023

マルセイユ 
プロヴァンス
マルセイユは2023年ラグビーワールドカップの開催地のひとつ。世界の観戦客を
迎えて、準々決勝2試合を含む6試合が行われます。フォカイヤ人が築いた美しきこ
の都市に人は夢中になるはず。57キロにわたる海岸線、111の村々があり、限りない
思い出を作ってくれる場所です。

→ www.marseille-tourisme.com/en/

18presse@provence-alpes-cotedazur.com
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村人の心、 
建築家の魂

その111の村々、そのカランク（入り江）、その「良き母」（聖
母寺院）、バラ色から空色まであらゆる色に変化するその海、
その喧騒、そして人生への欲望。それらすべてをもってマル
セイユはますます魅力を増しています。ル・コルビュジエ、
安藤忠雄、ノーマン・フォスター、ザハ・ハディド、ジャン・
ヌーヴェル･･･、皆マルセイユのエスプリを心に刻んだ建築
家です。そして彼らの作品を見るために遠方からやって来る
人もいるのです！

→ 街の印象を知る マルセイユをぐるっと一巡り

シティパスのおかげでマルセイユ巡りは簡単です。まずは地
中海を眺めながら太陽にごあいさつ。それをするなら欧州
地中海文明博物館（MuCEM）の前が良いでしょう。プロヴ
ァンス出身の建築家ルディ・リチオッティRudy Ricciotti が
サン・ジャン要塞 fort Saint-Jeanの隣りに建てた博物館で
す。島々の眺めも最高です。小説「モンテ・クリスト伯」で
知られるイフ島Château d’If、フリウール列島Frioul、ラ・
ジョリエット港 port de la Joliette、エスタック連山 chaîne 
de l’Estaque･･･と素晴らしい眺めが続きます。
サン・ジャン要塞はサン・ニコラ要塞fort Saint-Nicolasの
向い側に位置し、旧港 Vieux-Portの入口を護っています。
旧港は紀元前600年ころギリシャの海軍がラシドンLacydon
と呼ばれる入り江に建設した港です。ヨットやポワンテュ（両
端の尖った南仏の舟）を眺めながら歩いてあたりを一周す
るもよし、世界一短いクルーズ（左岸と右岸を結ぶフェリ
ー）に乗るもよし。小さな冒険を高台から見守ってくれるの
は「良き母」とよばれる守護の聖母寺院ノートル・ダム・
ド・ラ・ガルドNotre-Dame-de-la-Gardeです。
ナポレオン３世の時代に建設されたファロ宮殿 palais du 

カランク国立公園

20キロにわたる壮麗な景色！白い石灰岩の崖はタイムやヤ
マモモで彩られ、松の木は岩壁に貼りつき、入り江の水は
澄み切って･･･ヨーロッパ初の都市周辺にできたカランク国
立公園Parc national des Calanquesは、マルセイユからカ
シCassisに至る間の数々の美しい入り江（カランク）が海
水浴や散歩、ロッククライミングを楽しむ人々の祝福を受け
ています。ソルミウSormiou、モルジウMorgiou、シュジト
ンSugiton、エン・ヴォEn Vau、ポール・パンPort Pin、ど
の入り江も半日花やローズマリーの香りに包まれてゆっくり
歩いてめぐる価値があります。こうして歩いている地面の下
には、コスケール洞窟grotte Cosquerがあり、その壁には
36000年前のアザラシや馬の絵を刻みつけ、あるいは描い
た岩壁を秘めています。

→ カランク国立公園

Pharoは海上に張り出すようにそびえ立ちます。湾岸道路
「ラ・コルニッシュLa Corniche」はここから数百メートル
のカタランビーチplage des Catalansからスタートします。ラ
･コルニッシュはベンチにもなる手すりに縁取られ、その長
さは３キロにも及びます。海岸の散歩道はマルセイユの歴史
ある中心部とプラドビーチplage du Pradoの新しく開けた界
隈を結んでいます。潅木の茂る白い丘がなだらかな曲線を
描き、マルセイユの停泊地rade de Marseilleはそのただ中
に広がります。これを縁取るように位置するのは競馬場です。
2024年にはここにオリンピック村が置かれ、水上スポーツ
競技が繰り広げられます。遠くには「シテ･ラディウーズCité 
Radieuse」の名で知られる共同住宅が見えます。これは
1947年から1951年にかけて建設されたル・コルビュジエ建
築で、生コンクリートとピロティと多彩色のバルコニーで構
成された垂直都市です。マルセイユで「良き母＝守護の聖
母寺院」に次ぐ神話的な場所であるスタジアム、オランジ
ュ・ヴェロドロームOrange Velodromeに行くにはプラド大
通を北上すればすぐです。

→ マルセイユ・シティパス

©Lamy OTCM

©Shutterstock
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カランクの宝 
コスケール洞窟

マルセイユのカランクにのみこまれていた考古学の宝、コス
ケール洞窟には500もの先史時代の壁画が隠されています。
このような壁画は世界でもここだけ。ダイバーのアンリ･コ
スケールHenri Cosquerによる1985年の洞窟発見は、それ
自体がひとつの冒険談でした。新しくできる洞窟のレプリカ
ではその世界に深く浸るとともに先史時代の壁画も見ること
ができます。地中海にいたアザラシやペンギンを19.000年
から33.000年前に描いた絵を再現版で間近に見られるので
す。桟橋を渡って小舟のようなカートに乗り、復元したダイ
ビングクラブを通って水中映像の中をゆっくり進むという見
学コースのおかげで、洞窟発見時のコスケールの興奮を体
験できます。見学の締めくくりはマルセイユ停泊地の美しい
眺めが待っています。

→ コスケール洞窟

マルセイユの色は青･白･緑 

グリーンな町マルセイユは、世界初の都会に隣接した公園、
カランク国立公園を作るなど、その恵まれた自然環境を非
常に大切にしています。訪れる人に提供される多くのアクテ
ィビティは皆ごみゼロを掲げています。こうして何も航跡を
残さないハイブリッド船エコ・カランク号Eco Calanquesで
航行する、電動アシスト付き自転車で町のさまざまな界隈を
訪ねる、生物多様性をテーマに散策する、さらには旧港か
らわずか7キロの位置に広がる30ヘクタールの松林に囲まれ
た邸宅を見にスペイン王公園Parc du Roy d’Espagneを訪
ねるなどができるのです！
もう少し北に行けば「植物油72％」を保証するマルセイユ
石鹸が今でも製造されています。都市近郊の農園が栽培す
る有機野菜や果物は、町の至る所にあるビオのマルシェや
農家直売所で売られています。
旧港では毎朝魚市場が開かれ前夜獲れたばかりの魚を売っ
ています。活気あふれる魚市場は食いしん坊だけでなくイン
スタグラマーにも大人気。すぐ近くに新しくオープンした旧
港屋内大市場Grandes Halles du Vieux Portでも地元の産
品を前面に打ち出しています。マルセイユには　エコ・レス
トランのラベルのついたレストランがいくつもあります。ル・
プレザージュLe Présageは太陽光で熱するオーブンを使って
いるフランスで唯一のレストランです。 

マルセイユと世界の料理

もちろんブイヤベースは皆が大好きです。サフランのスパイ
スをきかせた魚のスープは、スープと魚の2回に分けてサー
ブするのがお約束。中に入れる魚のリストやルイユソースの
材料はブイヤベース憲章Charte de la Bouillabaisseに事細
かに定められ、レストランはこれを遵守しなくてはなりませ
ん。マルセイユでは斬新な料理も生れており、ミシュランの
3つ星をやすやすと獲得した2人のシェフがそれを証明してい
ます。多くの町村があるおかげで、マルセイユはフランスに
おける「ストリートフードの首都」の地位を得てもおかしく
ないでしょう。

→ ぜひしたいこと : ワイン＆グルメ
→ ブイヤベースとそのレシピ

©Stefano Boeri
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絵になる都市マルセイユ

映画やテレビドラマのスターといえばマルセイユです!2020
年は385回のロケが行われ、フランスで2番目に多く撮影さ
れた町となりました。映画発祥の地の目と鼻の先にあるフォ
トジェニックな町にとって、これはなかなか誇れるキャリア。
実は映画を発明したリュミエール兄弟frères Lumièreが初
の作品を撮影したのは、マルセイユの東30キロにあるラ・
シオタLa Ciotatでした。界隈ごとに異なる表情を見せる多
様性、明るい光、海辺という環境を見れば、数々の大ヒット
作品誕生の理由がわかります。ほんの一例を挙げれば「À 
Bout de Souffle勝手にしやがれ」、「TAXiダイヤモンド・ミ
ッション」、Netflixの「マルセイユ」シリーズ、マット・デ
イモンMatt Damonの「スティルウォーターStillwater」、ジ
ーン･ハックマンGene Hackmanの「フレンチコネクション
French Connection」など。

ペタンク

ペタンクpétanqueはラグビーと同様、単なるスポーツを超
えて人を統合する手段になっています！いいプレーは敵味方
の区別なく賞賛されるのです。この競技が生れたのは1907
年マルセイユにほど近いラ･シオタのプロヴァンス伝統球戯
場でした。参加者のひとりがリューマチでボールを投げるた
めの3歩を踏み出せず、「両足をそろえて」（プロヴァンス語
でピエ・タンケpieds tanqués）プレーしたのがペタンクの
語源です。それ以来この競技は世界を席捲しました！現在マ
ルセイユには60を超える愛好団体、200ヵ所ものペタンク場
があり、その多くは海の見える場所にあります。7月に行わ
れる世界大会には12,000人が参加し、世界最大のペタンク
競技会になっています。

→ ぜひしたいこと：レジャー＆リラクゼー
ション

オランピック・ド・マルセイユ、  
青と白のスポーツ

マ ル セイユ 市 民 は サッカ ー、とくに 地 元 チ ー ム OM
（Olympique de Marseille）への情熱が高い人たちです。こ
れはサッカーチームですが、それだけではありません！次回
2024年のパリ五輪では水上スポーツ競技がマルセイユ停泊
地で繰り広げられるのです。オランジュ・ヴェロドローム ス
タジアムStade Orange Vélodromeはラグビープロ一部リー
グTop14の期間中、RCトゥーロンRugby Club de Toulonの
第2ホームスタジアムとなります。また、マルセイユは2007
年ラグビーワールドカップの開催都市のひとつでした。2023
年の大会に向けてはアフリカ勢の予選会場、そしてEPCRチ
ャレンジカップとチャンピオンズカップの決勝会場となります。

ヴェロドローム・スタジアム　金の波

ヴェロドローム・スタジアムStade Vélodromeは収容人員
67,000、フランスで2番目に大きなスタジアムです。サッカ
ーのオランピック・ド・マルセイユOlympique de Marseille 
(OM) は全てのホームゲームをここで開催しています。1937
年のオープン当時は自転車競技トラックを有していたためヴ
ェロドロームの名がつきました。昔からツール・ド・フラン
スのコースがマルセイユを通る場合、ここが区間の出発点
になっています。ラグビーもオープン当初からヴェロドロー
ムを使用していました。サッカーは、1899年に創立し1932
年にプロチームとなったOMゆえ重要な地位を占めています。
スタジアムは1世紀足らずの間に客席数が倍増しました。
2016年には芝生の65メートル上方に帆立貝の形の「波」
が作られました。オランジュ・ヴェロドロームはISO 20121
（国際標準化機構）の認証を受けた最初にして唯一のスタ
ジアムです。これは水とエネルギーに関しては自給できると
いうことを意味します。OMスタジアムツアーOM Stadium 
Tourではロッカールームの見学、トロフィー類の鑑賞、芝生
の上を歩くなどさまざまなことができます。

→ ヴェロドローム・スタジアム

©Lamy OTCM
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100年前にできたSMUC

多くのマルセイユ市民にとってSMUCは何らかのスポーツを
初めて観戦した場所です。スタッド･マルセイエ・ユニヴェ
ルシテ・クラブStade Marseillais Université Clubは1923年
トゥールーズから来たラガーマンが創設した多種目スポーツ
クラブで陸上、サッカー、ラグビーなどの先駆的スポーツを
中心に15種目ができる設備を備えています。

→ SMUC

スイマーたちのサークル

カタランビーチから海へ突き出した「サークル」と会員が呼
んでいるものはプールです。セルクル・デ・ナジョール・
ド・マルセイユCercle des Nageurs de Marseilleは屋外に
１つと屋内に２つのプールを持つスイミングクラブ。その１つ
はオリンピック競技が行われるプールで、会員は水泳や水
球選手たちの肩をかすめて泳いでいます。いくつかのパート
ナーホテルが出している「通行証 laissez-passer」があれ
ば、このオリンピック会場に出入りできます。

→ www.cnmarseille.com

マルセイユ・プロヴァンス空港　
地域の中心

マルセイユ・プロヴァンス空港は乗降客数におい
て2021年はフランス第2の空港で、パリ行きは毎日
17便が運航します。2021年夏期は104都市、冬期
は80都市へマルセイユからの便がありました。空
港と市の中心部を結ぶシャトルバスは30分に1本。
TER（地方急行列車）も利用できます。
市中心部にある高速列車TGVの駅からは直行でパ
リ、ブリュッセル、フランクフルト、ミラノ、マドリ
ード、バルセロナへ行かれます。駅は地下鉄と長
距離バス乗り場にも直結しています。

→ マルセイユ・プロヴァンス空港

マルセイユが誇る有名選手。
もちろん全てサッカー選手！

ジネジーヌ・ジダン ZINÉDINE ZIDANE 
フランススポーツ界の真のレジェンド「ジズーZizou」
は1998年ワールドカップ優勝メンバーでバロン・ドー
ルBallon d’Or（世界年間最優秀選手）受賞。

バジル・ボリ BASILE BOLI 
1993年チャンピオンズリーグの決勝でOM唯一の得点
を挙げて勝利。

エリック・カントナ ERIC CANTONA 
マンチェスター・ユナイテッドManchester United（通
称「キング」）のレジェンド。イングランドで4度のリー
グ優勝をもたらし2001年には最優秀選手に選出。

ジャン＝ピエール・パパン
JEAN-PIERRE PAPIN

OMでリーグ4連覇（1989から1992）、バロン・ドール、
OMで歴代2位のポイントゲッター。OMの真のアイコン。

ジャン・ティガナ JEAN TIGANA 
フランスで5度のリーグ優勝、1984年にはフランスをヨ
ーロッパチャンピオンに導く。引退後はマルセイユに近
いカシCassisでワイン作りの道に転身。
 → La Dona Tigana.

ブバカル・カマラ（22歳） 
BOUBACAR KAMARA 

OMで育成され、ジュニアチーム主将。チームの希望
の星として期待される。

©Lamy OTCM

ご存じでしたか？
 
ジョナ・ロムー：マルセイユにいた伝説のスター。
1995年6月18日南アフリカのケープタウンで、オー
ルブラックス史上最年少の選手としてラグビーワー
ルドカップの1試合中に4度のトライを決めたロム―。
背番号11を付け、初の年俸100 万フラン（15万ユ
ーロ）プレーヤーとなったのでした。2009年、ロ
ムーはフランスのリーグ、フェデラル1のマルセイ
ユ・ヴィトロールMarseille-Vitrollesと契約し、ナ
ンバーエイトのポジションで最後の力を絞り出しま
した。

22presse@provence-alpes-cotedazur.com

www.smuc.fr/
http://www.cnmarseille.com
http://www.marseille-airport.com/
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©C.Chillio CRT Sud エクサンプロヴァンス
サント・ヴィクトワール山Sainte-Victoireの麓に位置し、周辺には南仏独特の農園
や格式あるワイナリーが点在するエクサンプロヴァンスは画家セザンヌの出身地、そ
してラグビーファンの町でもあります！ 

→ www.aixenprovencetourism.com

23presse@provence-alpes-cotedazur.com

http://www.aixenprovencetourism.com/en/


エクサンプロヴァンス シティパス　
充実の内容をお得な料金で！

この観光パスがあれば36の町村を結ぶバス路線網が利用で
きます。そこにはル・トロネle Thoronetやピカソの墓があ
るヴォーヴナルグVauvenargues、さらにシルヴァカーヌ
Silvacaneの修道院も含まれます。さまざまなガイド付き見
学も無料または割引料金で利用でき、個人の邸宅や芸術家
のアトリエなどにも入場できます。

→ Aix-en-Provence City Pass

サント・ヴィクトワール、セザンヌも  
スポーツ好きもチャレンジする山

標高1011メートル、十字架クロワ・ド・プロヴァンスCroix 
de Provenceが建つサント・ヴィクトワール山の登頂はぜひ
挑戦してみたいもの。プロヴァンスの中央部にそそり立つこ
の白い石灰質の突出部に、スポーツ好きも芸術家も挑戦意
欲をかき立てられて来ました。標識が整備された250キロに
わたる行程は自転車、マウンテンバイク、馬、そして徒歩で
も踏破できます。ルートのひとつは、ポール･セザンヌがし
ばしば描いたビベミュスBibémusの石切り場に通じていま
す。セザンヌはサント・ヴィクトワール山を87回も絵にした
ことから、この石灰質の山はすっかり有名になりました。

→ インスピレーションを求めて：大自然、サ
ン・ヴィクトワール山

カリソン  
プロヴァンスの甘～いもの！
 
エクサンプロヴァンスは古くはアーモンドの産地で、名物菓
子のカリソンcalissonがここで生れたのもそれゆえです。細
かく砕いた甘いアーモンド、プロヴァンスのメロン、オレン
ジピールを混ぜてホスチア（うすい煎餅状のパン）に乗せ
砂糖と卵白でコーティングしたら完成。
砂糖菓子の老舗コンフィズリー・デュ・ロワ・ルネConfiserie 
du Roy Renéなどではひとつひとつのカリソンを美しく輝か
せる材料を鑑賞できますし、製造工程の見学も可能です。

→ Confiserie du Roy René
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©T. Luppo

©Lucas V.

©Le Roy René
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シャトー・ラ・コスト　
プロヴァンスで、フランスでここだけ！

ワイナリー、最高級ホテル（パラス）、現代芸術センター、
癒しのオアシス、そしてトップクラスのレストラン、このすべ
てがそろった本当に特別な場所シャトー・ラ・コストChâteau 
La Costeの最新の招聘ゲストはボブ・ディランBob Dylan で
す。ノーベル賞受賞のミュージシャンは自身初めての常設彫刻
作品をフランスに設置しました。場所は敷地内の「アートと建
築の小道sentier Art et Architecture」のひとつ。ブドウ畑の
中をくねくねと通り、沿道には約40点の芸術作品が並びます。
エクサンプロヴァンスからほんの数キロ離れたプロヴァンス
の美しい田園地帯に広がる200ヘクタールの敷地ではいつ
も何かが起こっています。ここを訪れる人はブラジルの偉大
な建築家オスカー・ニーマイヤーOscar Niemeyerの設計に
よるパビリオンを鑑賞することができます。2010年から2013
年にかけて練られたプロジェクトはニーマイヤーからフランス
への最後の贈り物となりました。その他のニュースとしては
レストラン部門でエレーヌ・ダローズHélène Darrozesシェ
フの着任、アルゼンチンの炎の巨匠フランシス・マルマン
Francis Mallmannのとびぬけたグリル料理も加わったこと
など。その場に住んでしまうのもいい考えです！

→ Château La Coste

バスティード（南仏の邸宅）の
比類ない魅力

エクサンプロヴァンスは名高いプロヴァンスワイン、とりわ
けロゼの産地で、周辺は80を越えるブドウ畑に囲まれてお
り、どれも見るに値するところばかり。エクス近隣のシャト
ー・ド・ラ・ゴードChâteau de la Gaudeの中心は18世紀
の館で、３つあるレストランのひとつでは水がこんこんと湧き
出るほか、すばらしいワインセラーもあります。代々のプロ
ヴァンス伯Comtes de Provenceの屋敷であったヴィラ・ボ
ーリューvilla Baulieuでは四輪駆動車を使って古い火山へワ
インサファリを開催しています。またフォンスコロンブ邸Hôtel 
de Fonscolombeでは歴史的建造物に指定されたサロンの
数々で食事ができるので、12ヘクタールの敷地を走り回る前
の腹ごしらえにうってつけです。

→ 文化遺産：バスティードとシャトー

ユニークなラグビーの場、
ル・キャンピュス

プロヴァンス・ラグビーProvence Rugbyは2018年
以来、フランスの2部リーグであるProD2に属するラ
グビークラブで、その筆頭株主はヨーロッパ初の独
立系eツーリズムグループであるヴォワイヤージュ・
プリヴェVoyage Privéグループです。この年若いラ
グビークラブは地域の21のクラブとの連盟結成を目
指し、ル・キャンピュスle Campusというユニーク
なエコシステムを提供しています。このキャンピュス
には、ヴォワイヤージュ・プリヴェ社の本社、プロ
ヴァンス・ラグビーの本拠地、そして学業困難に直
面する子どもたちをラグビー精神と新しい学びの概
念を通して救おうという「フィフティーンの学校Ecole 
des XV」が集められています。

→ Provence Rugby

©A. Pattman

©S. Spiteri

ご存じでしたか？
 
ブドウのピノタージュ種はプロヴ
ァンスに起源があるのです！南アフ
リカでピノ・ノワールとサンソー
を交配して誕生したこの品種、実
はサンソーはアフリカ大陸南部で
エルミタージュと呼ばれていたプ
ロヴァンス起源の品種です。ピノ
タージュの名はこれに由来するも
のです。

25presse@provence-alpes-cotedazur.com
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©Lucas.V - CRT Sud

リュベロン
プロヴァンス

杉の木に覆われ、魅力あふれる村々が点在する美しい山。その周囲に広がるリュベ
ロン地方立自然公園Parc naturel régional du Luberonには、隠れたるプロヴァン
スのアール・ド・ヴィーヴル（美しいライフスタイル）が全てそろっています。

→ luberoncoeurdeprovence.com

26presse@provence-alpes-cotedazur.com
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リュベロン山塊 　
プロヴァンスの絵葉書

リュベロン山塊massif du Luberonはリュベロン地方立自然
公園の中心に位置し、ユネスコの２つのラベル「生物圏保
護区」と「ジオパーク」を冠しています。リュベロンの名は
単に山塊のみならずプロヴァンスの洗練されたアール・ド・
ヴィーヴルを思い起こさせます。それは一見素朴な中に隠さ
れた洗練です。羊飼いの隠れ家「ボリーborie」のような簡
素な石造りの家からブドウ畑に囲まれた城館まで、この地の
建築物は多くの芸術家や有名人を魅了して来ました。最もよ
く知られた地名を挙げるなら、ゴルドGordes、メネルブ
Ménerbes、オペッドOppède、ボニウBonnieux、ルールマ
ランLourmarin、ラコストLacosteなどです。

→ リュベロン、プロヴァンスの中心部

オリーブの搾油と収穫

リュベロンは最高品質のオリーブ油で知られ、毎年さまざま
な見本市で賞を受けています。ムーラン・バスティード・デ
ュ・ラヴァルMoulin Bastide du Lavalは2022年の農業コン
クールConcours Général Agricoleで金賞を５つも獲得しま
した！　現地ではリュベロン山塊の雄大な眺めを望むオリー
ブ畑を散策できます。またカリス農場Ferme des Callisでオ
リーブ油を知る講習を受けたり、マース・オノラMas Honorat
でオリーブ収穫を体験したり、更にはオペッドでオリーブ栽
培に特化したフランス有数の美しい博物館を訪ねることも可
能です。ここでは千点に上る展示品や関連の道具を見学で
きます！

→ リュベロン・オリーブオイル博物館

人気上昇中のリュベロンワイン

約60ものワイナリーが、コート・デュ・ローヌCôtes du 
Rhôneの一部であるリュベロンの原産地保護呼称（AOP 
Luberon = appelation d’origine protégée）を持っています。
石灰質や砂地の軽い土壌がここで作られる赤、ロゼ、白の
ワインに独特の風味を与えており、ワイン通の間でも次第に
評価が上がっています。リドリー･スコットRidley Scott 監
督のアメリカ映画「プロヴァンスの贈りものA good year」
を見てプロヴァンスのワイナリーを訪ねてみたいと思った人
は多かったことでしょう。すばらしいワイナリーとの出会いも
しばしば。この欲求は素直に従ったほうがよさそうです。こ
の一帯は、今ではフランス観光開発機構による認証制度「ブ
ドウ畑と発見Vignobles et Découvertes」のラベルがつき、
訪れる人々を喜んでお迎えしています。

→ リュベロンワイン

→ ヴォークリューズの黒ダイヤ

©OT LMV

©Cabanel.J - CRT Sud

©OTLCDP

ご存じでしたか？

リュベロンではほぼ一年中トリュフを味わうことが
できます。トリュフの女王「チュベル メラノスポル
ムtuber melanosporum（黒トリュフ）」はとりわ
け南東フランスから来ており、その価格はキロあた
り1200ユーロもするのです！「黒いダイヤ」のシー
ズンは11月半ばから3月ですが、リュベロンの軽い
土壌からは夏でもトリュフが採れます。その繊細な
味わいといくらか抑えられた価格ゆえ次第に評価が
上がって来ています。トリュフ掘り体験のほか、試
食やトリュフとワインの組み合わせなどが企画提案
されています。
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https://uk.luberoncoeurdeprovence.com/
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自転車天国

ここは自転車で探索したい人のための全てがそろっています。
山上の村々はほどよい標高にあって、絶景は楽しめますが疲
労困憊することはありません。黄桃の果樹園やブドウ畑の間
をひっそりと結ぶ曲がりくねった道を行けば、そこかしこに
見事な石造りの建物や個人の庭園があって一休みの場を与
えてくれます。プロヴァンス地方にはのべ1800kmにわたる
標識つきの周遊コースやサイクリングロードが整備されてい
るほか、サイクリスト向けのサービスを提供できることを示す
「アクーユ・ヴェロ Accueil vélo」のラベルを持つホテル、
レンタサイクルなどの業者が400軒もあります。また電動ア
シスト付き自転車のための充電ポイントも。最後に、リュベ
ロン山塊はサイクリストの聖地であるヴァントゥー山 Mont 
Ventouxにも近いのですが、ここはツール・ド・フランスの
ステージにも好んで取り入れられています。
スポーツリゾート 5つ星ホテルのラ・コキヤード リゾート＆
スパ La Coquillade Resort & Spa はプロヴァンスで唯一
BMCサイクリングセンターのショールームを持つホテル。こ
こは自転車に特化したショールームです。国家資格を持つ
ガイドが同行して55kmの道を周遊したり、自転車を使った
ケアやスパなども可能です。

→ Coquillade Cycling Center
→ Provence By Bike

幸せの味

おいしい店がたくさんある中で、リュベロンにはアンチアレ
ルゲン料理の女王もいます。プロヴァンス料理の権威レー
ヌ・ サミュReine Sammut の 娘ナディア・ サミュNadia 
Sammut はオーベルジュ・ラ・フニエール Auberge La 
Fenièreをアレルゲン抜きの料理の店としては世界初の星付
きレストランに押し上げたのです。

→ Auberge La Fenière

リル・シュル・ラ・ソルグ、古物商の都
 
ここに行けば見つかります、今までどこをさがしてもなかっ
たもの、そしてさがしていなかったものさえも。20世紀のデ
ザインものからアールデコの宝石まで、18世紀の絵画から手
作りの陶器まで。固定の店を持つ古物商、骨董商の数は
300。リル・シュル・ラ・ソルグl’Isle-sur-Sorgueはフラン
スの古物・骨董・デザインの中心地です。この種の町として
はヨーロッパでも第3位で発展の一途をたどっています。年
に２回、復活祭と万聖節の市は特に多くの人々で賑わいます。

→ Isle-sur-la-Sorgue

©OTLCDP

©ACHeraud

©C. Chillio
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https://uk.luberoncoeurdeprovence.com/page/cycling-center-coquillade---en+59738.html
http://www.provence-cycling.co.uk/
http://www.aubergelafeniere.com/
https://uk.islesurlasorguetourisme.com/


©Julien Mauceri

トゥーロン 
プロヴァンス 
メディテラネ
港、ビーチ、ロープウェイ、そしてマイヨールスタジアムStade Mayol。ダイナミック
な都市トゥーロンToulonとその周辺の12の町村は文句なしにプロヴァンスのラグビ
ーの聖地。ラグビークラブ・トゥーロネRugby Club Toulonnais (RCT)のホームタウ
ンです。

→ toulontourisme.com

29presse@provence-alpes-cotedazur.com
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ラグビークラブ・トゥーロネ　
ユニホームは赤と黒！

1908年に誕生したラグビークラブ・トゥーロネRugby Club 
Toulonnais (RCT)はフランスチャンピオンに4回、欧州チャン
ピオンにも2013、2014、2015の3回輝いてラグビー界の度肝
を抜きました。世界的な名選手を獲得することにかけてもトッ
プ。チェスリン・コルビCheslin Kolbe、タナ・ウマガTana 
Umaga、ブライアン・ハバナBryan Habana、アリ･ウィリア
ムズAli Williams、ドリュー・ミッチェルDrew Mitchell、エベ
ン・エツベスEben Etzebeth、さらにはアンドリュー･マーティ
ンズ Andrew Mehrtens、ジョージ・グレー ガンGeorge 
Gregan、また英国ラグビーのレジェンド、ジョニー・ウィルキ
ンソンJonny Wilkinsonも。日本から五郎丸歩選手が所属し
たクラブとしても記憶に新しいところです。RCTは超近代的な
トレーニング施設RCTキャンプスRCT Campusも所有していま
す。名門クラブの例にもれず、RCTには毎試合ごとにサポー
ターが歌う応援歌があります。ピルピルPilou-Pilouとプロヴ
ァンス賛歌のクーポ・サントCoupo Santoです。

→ Rugby Club Toulonnais

マイヨールスタジアム、町の中心に

試合のある日は17000の観衆の大歓声が町を揺るがし、フ
ァロン山Mont Faronまで響き渡ります。マイヨールスタジア
ムはフランスラグビーの伝説的スタジアムのひとつ。町のど
真ん中という立地でトゥーロン港とそこに停泊するフェリーか
らも近距離です。このラグビーの殿堂を訪ねれば、「赤と
黒」の伝説を作る往年の名選手たちの名を記したプレート
が正面広場に掲げられています。

沖合いから見たトゥーロン

トゥーロンは16世紀からフランスの主要な軍港でした。それ
ゆえトゥーロンの歴史探訪はまず海から始まります。解説付
きで見学できるのは軍事施設、フランス海軍の軍艦、ルイ
14世時代の軍事建築家ヴォーバンVaubanの要塞、タマリ
Tamaris 地区の美しい19世紀のヴィラ、サン・マンドリエ
Saint-Mandrier半島、南仏情緒あふれる小さな漁港･･･そ
して数百メートル先に目をやれば、セーヌ・シュル・メール
Seyne-sur-Merの牡蠣養殖の道具小屋も。ここではムール
貝と牡蠣を生産しています。

→ トゥーロンの海辺

©Métropole TPM

©Julien Mauceri

©Julien Mauceri

30presse@provence-alpes-cotedazur.com

https://rctoulon.com
https://toulontourisme.com/en/things-to-do/toulon-sea-side/


高台から見たトゥーロン

地中海岸で唯一のロープウェイはトゥーロンのシンボル。乗
れば5分でファロン山の頂上に到着です。緑の森林に覆われ
た400ヘクタールの山塊で深呼吸。そこからは息をのむよう
なパノラマが広がります。イエールの停泊地Rade d’Hyères、
ポルクロールPorquerolles 島などのイル・ドール諸島（黄
金諸島）îles d’or、西方向に目を向ければラ・セーヌ・シ
ュル・メールla Seyne-sur-Merやシ・フール・レ・プラー
ジュSix Fours les Plagesまでが見渡せます。1944年上陸作
戦記念およびプロヴァンス解放博物館Musée du Mémorial 
du Débarquement de 1944 et de la Libération de la 
Provenceもお見逃しなく。

自然のただ中にあるトゥーロン

トゥーロン・プロヴァンス・メディテラネ都市圏 Métropole 
Toulon Provence Méditerranéeの土地では日照時間は年
300日以上、陸地も海も極めて保存状態のよい大自然に恵
まれています。シ・フールからイエールまで入り江、砂浜、
木々の生い茂る山塊やガリーグ（南仏独特の潅木林）の間
をぬって47キロの小道が延びています。

→ 体験しよう：緑を求めて

©Julien Mauceri

©Robert Palomba
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トゥーロンの遺産と文化、過去と現在を結ぶ旅

豊富な過去の証し、オルビアOlbiaからイエールHyèresに
かけての古代ギリシャ遺跡、中世の城、要塞に城砦、19世
紀のヴィラ、そしてヴィラ・ノアイユVilla Noaillesのモダニ
ズム建築。これらは数々の博物館や旧市街のアートな界隈、
ギャラリー、コンセプトストア、またデザイン･パレードDesign 
Paradeなどのフェスティバルとあいまって、この町の文化的
な暮らしをますます充実させています。
ご存知でしたか？パリのジョルジュ・ポンピドーセンター
Centre Georges Pompidou は、トゥーロン美術館 Musée 
d’Art de Toulonとの共同で、毎年夏にそのデザイン家具コ
レクションの展覧会を開いています。

→ 歴史を紐解く

ダイビング　
クストー司令官の航跡

近代的な潜水術はここトゥーロンの停泊地で生れました。海
洋学者で潜水家、海洋ダイビング器材の発明家ジャック＝イ
ヴ・クストーJacques-Yves Cousteauが、アクアラングを発
明して潜水服の機能を大幅に改良したおかげです。トゥーロ
ン・プロヴァンス・メディテラネは極上の海底世界に囲まれ
ており、ポール・クロ国立海洋公園Parc national maritime 
de Port-Crosは、こうしてイル・ドール諸島周辺の比類な
い生物多様性を守っています。
ウィンドフォイル、ウィンドサーフィン、カイトサーフィン、パド
ルボード、カヤックなどあらゆる水上スポーツも楽しめます。
古代に向かってダイブ！
水深5メートルの海底に150のアンフォーラ（古代ギリシャの
壷）が眠る上を足ひれをつけて泳ぐのを想像してみてくださ
い。ヨーロッパでもここだけ、オルビアの海底の小道Sentier 
sous-marin d'Olbiaでは、古代ギリシャの港の跡を眼下に
眺めながら水中散歩ができます。歴史は海底にあり！

→ 体験する: 海の中へ©Métropole TPM

©F. Launette
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プロヴァンスのライフスタイルを
トゥーロンで

ラファイエット広場Cours Lafayetteのマルシェは、どこより
もプロヴァンス的な雰囲気の中で色と味のパレットを提供し
てくれます。伝統に従ってまず買うべきはオリーブ、ネズの
実、薪の火で焼いたヒヨコマメのガレット。それらを持って
泉水の音も涼しげな小さな広場の木陰のテーブルへ。飲み
物はAOCコート・ド・プロヴァンスのロゼワイン。南仏プロ
ヴァンスのすてきなライフスタイルはトゥーロンで味わえます！

→ プロヴァンスのマルシェ

トゥーロンの屋内市場もお忘れなく

町の中心部にあるトゥーロン屋内市場 Halles de Toulonは、
新装再開でその本来の役割を再び見出しました。それは地
元の産品で町の住民の生活にメリハリをつけること。青果、
パン、食肉、チーズ、ロースト肉、魚介類、酒類など全て
の好みに合う食品が見事なアールデコの建物内にそろって
います。屋上からは町の中心部のすばらしい眺めも。

→ ビルトキ市場

©Julien Mauceri

©L. Perrier
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©J. Bayle

アンティーブ 
ジュアン・レ・パン 
コートダジュール
コートダジュールは2023年ラグビーワールドカップの会場となります。中世
の城砦とヨットの間で、アンティーブ岬Cap	d’Antibesの散策の合間に、足を
水の中に浸し、ジャズのリズムに乗って一大イベントを体験しましょう。

→ antibesjuanlespins.com
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アンティーブとジュアン・レ・パン、 
ダイナミックなデュオ

アンティーブの地中海へと突き出た城壁と工芸職人の店が並
ぶ迷路のような道は、古くからピカソやニコラ・ド・スター
ル Nicolas de Staëlなどの画家たちの心を捉えてきました。
サフラニエ広場Place du Safranierの榎の木陰で何度でも人
との出会いを楽しみましょう。ここは長い間独立した共和国
のような印象を与える界隈でした！
ベルエポックのヴィラ、豪華な庭園、ディスコ、細かな砂･･･
そしてジュアン・レ・パン湾を縁取る松林の下では、あの有
名な「ジュアン ジャズフェスティバルFestival Jazz à Juan」
が繰り広げられます。古い歴史を持ち、アンティーブからは
歩いても行かれる隣町ジュアン・レ・パンは、魅力的でいつ
もバカンス気分にあふれる町。海岸沿いの道はアンティーブ
岬Cap d’Antibesまで通じています。

岬へ進路を取れ！

アンティーブでは単に「岬！Le Cap!」と呼ばれるカップ・ダ
ンティーブ半島は波間に突き出し、樹木が茂り、みごとなヴ
ィラが点在し、入り江に囲まれています。ティール・ポワル
Tire-Poilの小道のおかげで夢の実現は容易です。海岸沿い
の道を行けば入り江の澄んだ水で海水浴、あるいは地中海
に面したテラスで食卓に着くことができますから。

海辺の町で音楽を！

1960年以来ジュアン・レ・パンでは夏のジャズフェスティバルが
開催されています。ジュリエット･グレコJuliette Grecoやレイ・
チャールズRay Charlesに続き、今日ではジルベルト・ジル
Gilberto Gilやダイアナ・クラールDiana KrallがグールGouldの
松林の下で聴衆をスイングさせます。ほかの伝統行事といえば、
クラリネット奏者のシドニー・ベシェSidney Bechetが自らの結
婚式のために創設した「アンティーブの街角でDans les rues 
d A̓ntibes」を始めとする夏のパレードでしょう。クラシック音楽で
あれ古くからの歌曲であれ、伝統的な祭りは数 あ々り、音楽の
楽しみは一年中続きます。7月初めのノートル・ダム・デュ・ボン・
ポールNotre-Dame du Bon portの祭りなどもその一例です。

→ Jazz à Juan
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アンティーブ＝ジュアンではスポーツも 

並外れた庭園

カップ・ダンティーブにあるヴィラ・テュレVilla Thuretは樹
齢100年の木々と希少な植物のオアシスで「傑出した庭園
Jardin remarquable」のラベルを受けています。作家のジ
ョルジュ・サンドGeorges Sandは1868年に「･･･これまで
の人生で見た最も美しい庭園」とのことばを残しています。
ここはまた省察の場でもあります。というのはフランス初の
私立植物学研究ラボラトリーに参画しているからです。コー
トダジュールはその温暖な気候ゆえ花々に選ばれた地であり、
75の一般公開された庭園があります。そのうち14はヴィラ・
テュレと同様「傑出した庭園」のラベルを受けています。世
界的に有名な香水の産地であるため、その原料となる花々
に選ばれた土地でもあります。

→ 公園と庭園：テュレ植物庭園
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ラグビーでは？
ラグビークラブ・アンティーブ・ソフィア・アンティ
ポリスRugby Club Antibes Sophia Antipolis
は1968年の創立。2020年からはアマチュアリー
グ「 シャンピ オ ナ・ オヌー ル Championnat 
Honneur」の地域リーグで活躍しています。

→ Antibes Rugby

©Inrae

アンティーブとジュアン・レ・パンがコートダジュールの伝説に
持ち込んだもの、夏の海水浴、バラ、パジャマ･･･そしてスポー
ツなら水 上スキーとムラトグルー・ テニス アカデミー
Mouratoglou Tennis Academy。これはヨーロッパ初のテニス
アカデミーで、1996年以来多くのチャンピオンを輩出していま
す。今から90年前、水上スキーが生れようとしていた 1931
年ニース出身の元ボクシングフランスチャンピオンでアルペン
スキー教師のレオ・ロマンLéo Romanは、スキー板を履き
ボートに引かれて水上を滑れないものかと考え、友人のノル
ウェー人エミール・ピーターセンEmil Petersenとともにジ
ュアン・レ・パンの湾で練習に励んでいました。彼らはしば
しばホテル・ベル・リーヴHôtel Belles-Rivesの浮き桟橋
から出発していましたが、ここはアメリカの作家スコット・フ
ィッツジェラルドScott Fitzgeraldが小説「夜はやさしTender 
is the night」を執筆した宿です。こうして水上スキーは誕
生しました！この新種目の最初の世界選手権大会は1949年

ご存じでしたか？

ココ・シャネルCoco Chanelがパジャマ
を世に出したのはアンティーブでした。そ
の 一 方ブリジット･ バ ルドー Brigitte 
Bardotはサン・トロペ Saint-Tropezで
ビキニ（あるいは何も着けない）を発表。
コートダジュールではツーピースが必需品
になったのです！

にジュアン・レ・パンで開催されたのです。
ザ・コーチ
チチパスTsitsipasやセリーナ・ウィリアムズSerena Williams
のコーチとして知られるパトリック・ムラトグルーPatrick 
Mouratoglouは、ニースとアンティーブの中間に位置するム
ラトグルー ・アカデミー＆リゾートMouratoglou Academy 
& Resortの創立者で校長です。コートダジュールでこのユ
ニークな施設を訪ねれば、33面あるテニスコートのどこかで
ステファノス・チチパスとすれ違うかもしれません。メインレ
ストラン「エンブレムEmblème」で季節感あふれる創作料理
を味わったり、新しくオープンした日本料理レストランを試し
てみる機会にもなるでしょう。テラス席からはこのすばらしい
スポーツ施設が見渡せます。テニス、スタンドアップパドル、

スパ、そしてアカデミーを象徴するラケット形のプールも！

→ Mouratoglou Tennis Academy
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©J. Kelagopian ニース・コートダジュール
ニース・コートダジュールNice	Côte	d’Azurでは2023年ラグビーワールドカ
ップの4試合が行われるホストシティです。それと同時にラグビーがフランス
に来て100周年、プロムナード・デ・ザングレPromenade	des	Anglaisがで
きて200周年のお祝いも。コートダジュールの女王ニースは南アルプスへの玄
関口のひとつでもあります。

→ www.explorenicecotedazur.com
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そして神はコートダジュールを創られた･･･

ニース・コートダジュールで海水浴をするようになったのは
ほんの1世紀前から。19世紀は避寒地として澄んだ空気を吸
い、温暖な気候や美しい景色を楽しむ目的で冬季のみ人が
来ていました。
1765年スコットランドの医師で作家トビアス・スモレットTobias 
Smollett,は、イギリスよりニースにいた方が風邪を引きに
くいと気づきました。そして何千人ものイギリス人がニース
とその周辺に冬を過ごしにやって来るようになりました。こ
れが近代的な観光の始まりです。ヴィクトリア女王も医師た
ちの意見を聞いて頻繁にこの地に滞在、それは1819年、1837
年、1901年のことでした！女王はニースの町に不滅の思い出
といくつもの建造物を遺しました。1821年にはイギリス人た
ちの出資で海沿いの道が作られ、これがのちにプロムナー
ド・デ・ザングレ（英国人の散歩道）になったのです。 1860
年から1914年にかけて外国人の集まる界隈は、彼らの会社、
レジャー施設、各種建築物、宗教施設、領事館などができ
て発展して行きました。
1887年には政治家、作家のステファン・リエジャール
Stéphen Liégeardが初めて「コートダジュール（紺碧海岸）
Côte d’Azur」という表現を用いました。これは地中海岸の
美しさと同時に王侯貴族の通う保養地の黄金時代をも表す
表現でした。
1920年代になって新しいレジャーを広めたのはアメリカ人で
した。スポーツとしての海水浴です。「海岸で過ごす夏」と
いう新たなシーズンが始まりました。以前は7月8月に休業し
ていたホテルが、それ以来ビーチを行き交う大勢の客を迎
え入れるようになったのです。そして世界は気づきました。ビ
ーチリゾートの最大の魅力は海だ。それもどこの海でもいい
わけではない、地中海だ！ 

→ 街の印象を知る

ユネスコの世界遺産に登録　
ブラボー、ニース！

ニースの町は200年前から作り上げられてきた超高級ホテ
ル、20世紀初頭のヴィラ、木陰の遊歩道、熱帯植物園など
であふれています。そして2021年、ニースの中心部がユネ
スコの世界遺産に登録されました。その名称は「ニース、リ
ヴィエラの冬季保養都市」。その「顕著な普遍的価値」を
有するとされる建築遺産は522ヘクタールに及び、宝石箱の
ような風景は4243ヘクタールにわたります。

→ ニース、ユネスコ世界遺産の登録都市

ニース、芸術家の都市

「これからは毎朝この光を眺められるのだと理解したとき、
自分の幸福が信じられなかった。ニースを離れることはない
と決め、ほとんど一生涯ここに留まった」アンリ･マティス
Henri Matisseはニースに到着したときにこう書き記してい
ます。ニースは芸術家たちを惹きつけ、いくつもの芸術運動
を包含する「ニース派École de Nice」は、20世紀半ばに
は芸術界を牽引し、多くの霊感を与えてくれる一大潮流とな
っていました。ベンBenやイヴ・クラインYves Kleinなどの
名前もニースの空に輝いています。マティス、シャガール
Chagall、素朴派art naïfを始めとする20の美術館や大ギャ
ラリーに加え、現代のクリエーターの作品も町のそこかしこ
に、とりわけトラムウェイの沿線に見られます。ギャラリー
ボトックス協会Association Galerie Botox(S)では現代アー
トをめぐる散策を毎週末に開催しています。
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フレンチリヴィエラパスで
目いっぱい楽しむ！

このシティカードはニース市内だけでなくコートダジュール中
で使えます。交通機関の選択肢も幅広く、市内巡りのほか
天使の湾 Baie des Anges 沿いを東西に走る路線も利用可
能。アリアンツスタジアムStade Allianz、国立スポーツ博物
館Musée national du Sport、カーニュCagnesのルノワー
ル 美 術 館 Musée Renoir、モナコの 海 洋 博 物 館 Musée 
océanographique、エフルッシ・ド・ロトシルトEphrussi de 
Rotschildのヴィラと庭園など、おもな史跡や建造物もこれ
で入場できます。見学だけでなく各種アクティビティにも利
用可。カップ・フェラCap Ferratでパドル漕ぎやシュノーケ
リングによる水中散策、ベルトモン・レ・バンBerthemont 
les Bainsのスパ、ヴァルヴィタルValvitalへの入場、そして
カジノ・リュールCasino Ruhlでもチップ4枚とシャンパン1杯
が提供されます。

→ French Riviera Pass.com

ニースの食べ物は
ヘルシーで本物志向

ある種のグルメにはニースの名前が与えられています。それ
がキュイジーヌ・ニサルドcuisine nissardeです。
他ではまねできないパン･バニャ（pan bagnatニース風サ
ンドイッチ）、滋味豊かなニース風ファルシ、味わい深いラタ
トゥイユ、外はカリっと中はとろりとしたフダンソウのパイ
tourte de blettes･･･ 　特筆すべきは、これら必見のニース
料理はフランスの無形文化財の一部であり、「クヒーナ・ニ
ッサルダcouhina nissarda」憲章を遵守している点です。
そして都会でありながらニースはそのテリトリー内に2つの
AOP（原産地保護呼称産物produits d’appellation protégée）
を持っています。ひとつはニースのオリーブ、そのオイルと
ペースト。もうひとつはベレーBelletの白・ロゼ・赤ワイン。
美しいワイナリーが市内にあり見学も可能です。

→ グルメ：メイド・イン・ニース・コートダ
ジュール
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ジェフ・トルドー
「規格外のテリトリー」 

元ニース ラシン・ラグビークラブRacing Rugby Club 
de Niceの主将でラグビーのフランス代表、ジャン=
フランソワJean-François（通称ジェフJeff）・トルド
ーTordoは今ではこの地方の強力なサポーターです！
彼は言います「ここでは午前中海で泳いで、午後は
3000メートル級の山をよじ登るなんてこともできる。
本当に規格外のテリトリーなんだ！コートダジュール
は地球上でも有数の美しい場所。ポルクロール
Porquerolles 島、ル・ラヴァンドゥー le Lavandou、
サン・トロペSaint-Tropez･･･それにたった1ユーロ
でバスに乗って山のリゾートにも行ける。ルビオン
RoubioやブシャニエールBouchanièresみたいな山
村を歩くのは楽しいし、かぼちゃのラビオリは絶品さ。
小さなビオの農家もたくさんあって民宿や最高にうま
い食堂をやっている。メルカントゥール国立自然公園
Parc Naturel national du Mercantourにはフランス
固有の動植物がいちばんたくさんあるし、誰もが自
分のレベルに合わせて楽しめるんだ。1時間の散歩で
も、3000メートル級の登山とビバークでも。家に帰
ったら自分は全部見て来たと言えるようでないと。カ
ウンターに1日座りっぱなしなんてもっての他さ」
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本格的スポーツにも最適の地形

コートダジュール地方といえば、7.5キロものビーチを持つそ
の首都ニースのように、のんびりゆったりというイメージを
持たれがち。でもこれは偏った見方です。コートダジュール
は着実なパフォーマンスで名選手たちも育成しています。な
ぜならここはアルプスの南山麓が地中海に落ちて行くところ
だから。標高3100メートルを超えるメルカントゥール山塊
Massif du Mercantour頂上と水深25メートル、深淵部分は
500メートルにもなるヴィルフランシュ・シュル・メール
Villefranche-sur-Merの停泊地を隔てる距離はわずか60キ
ロ。自転車選手（プロの1/3はここに居住）、無呼吸潜水家、
登山家、ダイバー、トレイルランナーなど標高差を好む人な
ら大喜びしそうです。ハイキングはここでは最も好まれるア
クティビティ。地中海を見下ろす展望台の小道を歩くもよし、
たくさんある山小屋を利用して周遊するもよし。そのうえ、メ
ルカントゥール国立公園をはじめ、この地域の6割は自然保
護地区になっているのです。

→メルカントゥール国立公園を探索する

行けニース！(Issa Nissa !)

ニースは今年ラグビー百周年を迎えます。楕円形のボール
がニースの天使の湾に上陸したのは1912年のこと。そのと
き掲げていたラシン・ラグビークラブRacing Rugby Clubの
旗は、1990年代末にニース大学クラブNice Université Club
に譲られることとなりました。ニースでは定期的にラグビー
の重要な試合が行われますが、2022年6月にはフランスラ
グビーの最高峰Top 14の準決勝2試合が予定されています。

→ スタッド・ニーソワ

アリアンツスタジアム・リヴィエラ 

木材と鉄の骨組みの波打つような形が特徴のこのスタジアム
は実に美しい外観を呈しています！建築家ジャン＝ミッシェル・
ヴィルモットJean-Michel Wilmotteはここに鳥が羽ばたくよ
うな波型の輪郭を与えました。スタジアムはもうひとつの膜
をまとっています。13600平方メートルのリサイクル可能な
布とソーラーパネルが屋根の場所を占め自家発電が可能で
す。2013年にオープンしたスタジアムはヴァール平原Plaine 
du Varの新開発地区エコヴァレーÉco Valléeの中心にあり、
ソーラーパネルが屋根の場所を占めています。35000人を
収容し、国際試合の観戦、会議や大規模な集会などに利用
されます。

→ スタッド・ド・ニース
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→ Menton Discovery Walk

©Agence Media

ご存じでしたか？

ラグビーワールドカップの優勝杯にその名がつけられ
たウィリアム・ウェブ・エリスWilliam Webb Ellis 
Trophy (1806-1872)。のちに牧師となった彼はしば
しば近代ラグビーを発明した人物として紹介されてい
ます。今はコートダジュールのマントンに眠っていま
すが、その墓標に記してあるのは次のような文言です。
「ウィリアム・ウェブ・エリス、彼の時代のフットボ
ールのルールを完全に無視し、初めてボールを手に
持って走った。こうしてラグビーの固有の性格が創造
された」マントンに行ったらぜひ見に行ってください、
古城 Vieux Châteauからの地中海のパノラマビュー
とともに。

40presse@provence-alpes-cotedazur.com

https://provence-alpes-cotedazur.com/en/alpes/get-inspired/outstanding-areas/explore-the-parc-national-du-mercantour/
https://stadenicois.fr/
http://www.allianz-riviera.fr/en/company-events?gclid=CjwKCAjw682TBhATEiwA9crl37OviJcXGXId3__Mz2z-eKrb356Lw
https://provence-alpes-cotedazur.com/en/offers/balade-decouverte-de-menton-circuit-de-2-heures-menton-en-3095963/


スクラムの中に国立スポーツ博物館

アリアンツスタジアムに行ったら併設の国立スポーツ博物館
Musée National du Sportもお忘れなく。スポーツがテーマ
でこれほどの規模はフランスで他にありません。所蔵品はメ
ダルやトロフィー、ジャージに映画フィルムなど、展示品が
45000点、資料が40万点。1999年のラグビーワールドカッ
プ準決勝フランス対ニュージーランドに1998年のサッカーワ
ールドカップ決勝戦、はたまたツール・ド・フランスの大熱
戦実録など、伝説の名勝負がここに甦ります。見学コース
は単独で行うもの、1対1、団体戦、それ以外の4種のチャレ
ンジで構成されています。

→ 国立スポーツ博物館

完璧な交通ハブ

ニース・コートダジュール国際空港Aéroport international 
Nice Côte d'Azurは、フランスではパリに次いで第二位の国
際空港です。ニューヨーク、ドバイ、イスタンブールとも直
行便で結ばれており、今夏の運航スケジュールではフライト
の行く先として39カ国104都市が掲載されています。うち89
都市へは直行便です。 ニースからモナコやイタリア国境方
面へは1時間に何本もの列車が出ており、コートダジュール
の他の都市へも同様です。マルセイユやパリ行きの直行列
車もあります。ニースは他にも小編成の観光列車を２路線持
っており、内陸部の美しい風景を楽しむのにはうってつけ。
またバス路線網も充実しており、１回の乗車料金は1.5ユー
ロと大変お得です。

→ ニース空港
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ニース出身のチャンピオンたち

ギヨーム・ネリー GUILLAUME NÉRY  
深度を競うフリーダイビングの2種目で世界チャンピオン

（2008年団体、2011年個人）。4度の世界新記録保持
者（最近は2015年の水深125メートル）。

ユーゴ・ロリス HUGO LLORIS 
国際的に活躍するサッカー選手。フランス代表チーム
の一員として2018年サッカーワールドカップ優勝。

ファビオ・クアルタラロ
FABIO QUARTARARO  
オートバイレーサー。2021年23歳でロードレース世界
選手権MotoGPクラスチャンピオン。最高峰クラスでフ
ランス人ライダーの優勝は史上初。

マテュー・フェーヴル MATHIEU FAIVRE
アルペンスキー選手。2021年大回転とパラレル大回転
でともに世界チャンピオン。2022年の北京冬季五輪で
は銅メダル。
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増田湧介　Yusuke MASUDA
グラース  

 パフューマー / 調香師。1747年創業の老
舗メゾンGalimardのジュニアパフューマー
として日々経験を積んでいる。

ニースから車で1時間ほどに位置する香水の都グラース。2018年に
はバラやジャスミンを代表とする植物の栽培ノウハウ、そしてそれら
を調香する技術が認められ世界遺産に登録された歴史ある街。香
水博物館で歴史に、バラ/ジャスミン畑で自然に、調香体験で自ら
の感覚に触れ、世界にひとつ自分だけの香水を創作する、こちらが
フルコース。グラース、そしてフランス滞在の想い出を1本の香水ボト
ルに。その際は私がお供させていただきます！

→ www.galimard.com

私のプロヴァンス・
アルプ・
コートダジュール

上村一平　Ippei UEMURA
マルセイユ

Tabi No Yume オーナーシェフ
南フランスの食材にこだわり、和食をベース
に創り上げる料理人。

フランス第2の都市マルセイユは海が青く、街や山が白いとても美し
い街です。観光おすすめはイフ島、フリウル島めぐりや観光ボート
で国立公園カランクめぐりやノートルダム寺院に登るなど様々なアク
ティビティがあります。又は車を借りてプロヴァンス地方を日帰りで
周れるのも魅力の一つです。観光につかれたら是非レストランTabi
にいらっしゃって下さい。

→ www.restauranttabi.com

角野由佳　Yuka KADONO
イエール
南仏在住24年、角野由佳です。イエール
観光局日本人顧客担当

ラグビーワールドカップ２０２３、南仏開催地からのアクセスが簡単な
イエールとトゥーロンへお越し下さい。港町トゥーロンはラグビーの
町として有名でラグビークラブは国内リーグ４回優勝の名門です。港
はカフェやレストランで賑い、朝市、オペラ歌劇場もおすすめ。また
ケーブルカーで登れるファロン山からの景色は絶景です。６月にラグ
ビー元日本代表大野均さんも訪問されました。港から南仏の楽園イ
エール・ポルクロル島行きフェリーが運航中。

→ www.bonjourhyeres.com/

町田陽子　Yoko MACHIDA 
リル・シュル・ラ・ソルグ
エッセイスト、コーディネーター。シャン
ブルドット&アンティークショップ「ヴィ
ラ・モンローズ」を夫ダヴィッドとリル・
シュル・ラ・ソルグにて営む。

フランスで最も美しい村が点在するプロヴァンス地方には、四季折々
の魅力があります。オリーブの葉が斜光に輝き、清流が流れ、秋
冬限定の燃えるような夕焼け空や紅葉……。ユネスコ世界遺産のア
ヴィニョンやポンデュガールももちろん見逃せないけれど、秋のプロ
ヴァンスでは詩的な風景の中にまぎれこみ、命の洗濯をしていただ
けたら。穏やかな自然と気候の中で心身ともにリラックスできる最高
の季節です。滋味豊かなプロヴァンス料理と地ワイン、おしゃれな
カフェや雑貨屋めぐりもお楽しみ！

→ www.villamontrose.com

神谷隆幸　Takayuki KAMIYA 
カーニュ・シュルメール

La Table de KAMIYA オーナーシェフ
フランス政府公認
メートル・レストラトゥール

ニース近辺のコートダジュールといえば海と太陽のリゾート地、点
在する鷲ノ巣村、モナコ公国とイタリア国境が近所という魅力があ
ります。1日で3カ国を回ることも可能で、近所なのに一歩入ると異
文化が味わえるので観光で飽きることはありません。個人的には昔
働いていたエズ村の海抜500mの断崖絶壁の頂上から見下ろす地中
海は必ず見てほしい世界有数の景色の一つです。秋は海が光ってる
のでサングラス必須。ニース料理は体に優しい素朴なものが多いの
で日本人にも合っていると思います。是非僕のお店にもどうぞ。

→ www.la-table-de-kamiya.fr/

この街でお待ちしています！
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ラ・サヴォンヌリー・ラ・リコルヌ
la Savonnerie La Licorne

マルセイユ石鹸は食器洗い、洗濯、掃除と何にでも使える便利なグ
ッズとして世界中で重宝されています。マルセイユの町なか、ジュリ
アン広場 cours Julienのアトリエでは、昔ながらの機械や100年変
わらぬ製法などを見学できます。現当主の先祖ピエール・ブリュナ
Pierre Brunaが100年以上前にここで開業したラ・サヴォンヌリー・
ラ・リコルヌla Savonnerie La Licorneは、今では「生きた伝統の
企業Entreprise du Patrimoine Vivant」のラベルを授与され、「石
鹸作りの匠」セルジュ・ブリュナSerge Bruna, Maître Savonnierと
その妻ロランスLaurenceに引き継がれています。アトリエ見学の締
めくくりにはマルセイユ石鹸博物館へどうぞ。旧港Vieux Portの岸
壁にルイ14世が建設したガレール工廠Arsenal des Galèresという
由緒ある建物の中にあります。

→ www.savon-de-marseille-licorne.com

ラベンダー博物館 Musée de la Lavande
ラベンダーの薄青い若茎からは南仏と陽光の恵みの香りがします。で
もラベンダーにはいくつもの種類があるのです。リュベロンのラベン
ダー博物館Musée de la Lavandeを見学すれば、ラベンダーの女王、
標高800メートル以上に生息する真正（薬用）ラベンダー（lavandula 
angustifolia）を見分けられるようになるでしょう。ランスレLincelé
家は1世紀半にわたってラベンダーを栽培しているファミリーです。こ
こに展示された小瓶、道具類、蒸留器は、高級香水やアロマテラ
ピーにおけるランスレ家の重要性の証しです。7月8月には抽出機か
ら発する香りにうっとりさせられます。ソーSault台地の家族経営の
蒸留所は一般公開されています。

→ www.museedelalavande.com

テール・ユゴ Terre Ugo
エクス・アン・プロヴァンス近郊の天国の一画かと思うような畑に、
3万株を越えるラベンダーが、水遣りも特別な手入れもされぬまま
咲き誇っています。この家族経営のドメーヌでは、どの季節に訪ね
ても幸せなひとときを過ごせるでしょう。春には羊たちがラバンディ
ンの隙間を縫って天然の除草作業に励んでいます。6月の末に訪れ
たなら、デッキチェアで寛ぎながらラベンダーの花で青く染まった畑
を眺められます。真正ラベンダーは8月の終わりごろに収穫し乾燥
させて匂い袋やブーケを作ります。蒸留すればエッセンシャルオイ

ルで石鹸やろうそくにも。ほかにもユゴのアペリティフapéros d’Ugo、
石鹸作り体験、ペタンクの試合などさまざまなイベントを用意してい
ます。「青色の人生」はいつ来ても楽しめるのです！

→ www.terreugo.com

メゾン・ブレモン1830 Maison Brémond 1830
エクス・アン・プロヴァンスAix-en-Provenceの歴史地区の中心に
1830年に開業して以来、ブレモン家はカリソン、ヌガー、バラエティ
豊かなスパイス類で高く評価されて来ました。2015年からはメゾン・
ブレモン1830 Maison Brémond 1830はあらゆる種類の香辛料を手
広く扱うようになりました。どれもプロヴァンスあるいは地中海周辺諸
国の小規模な農家や手作り職人から仕入れたものです。オリーブ油、
オリーブのペースト、バルサミコ酢、塩味と甘味のビスケット、パンに
塗るトリュフ入りのペーストなども彼らの信条を感じさせるラインナッ
プです。植物類や大地の生命の保護、持続可能な開発、動物愛護、
鳥類の保護などの精神が彼らの商品のレシピーに息づいています。

→ https://mb1830.jp/ 

フラゴナール Fragonard
香水メーカー フラゴナールFragonardは1926年から香りの芸術を
追求し続けて来ました。グラースの歴史ある工場は18世紀の建物内
にあり、見学者は嗅覚を磨くだけでなく、自分だけのオリジナル香
水作りも体験できるのです。今では創業者の曾孫たちにより、家庭
用リネン類や南仏にインスパイアされたファッション製品も手がけて
います。フラゴナールはアルルArlesにメゾンドット（民宿）を開業
しましたが、プロヴァンスの民族衣装の博物館もオープンする予定
です。またパリの中心部には香水博物館Musée du Parfumがあり、
5000年に及ぶ香水の歴史が紹介されています。

→ www.fragonard.com

パートナー団体
#RWC2023 
#VisitSouthofFrance
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